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[概要] 
 光を強く散乱する微粒子がランダムに分布している媒質(ランダム媒質)にレーザ
ー光を照射すると、媒質内部で光の多重散乱が起こる。(図 1) 散乱光が出会う位置
では光の干渉が起こり、媒質内部でスペックルパターンと呼ばれる明暗の干渉パター
ンができる。スペックルパターンは入射光の波長や波面、偏光などの光の状態に依存
する。このランダム媒質に光反応物質を混ぜて空間的なスペックルパターンを記録す
ることによって、光の状態を記録することができる。これをランダム媒質中の光記録
効果と呼ぶ。光反応物質として、光照射によって蛍光を発する状態から発しない状態
に変化するような物質を選び、強い照射光で反応を起こさせて照射光の状態を記録
し、その後照射光強度を弱めて入射角などを掃引しながら蛍光強度を測定すると、
記録時の状態を蛍光強度の減少から求めることができる。このような蛍光強度が減
少している部分をホールと呼ぶ。照射光の入射角を記録した時のホールの例を図２
に示す。記録を行う時の入射角を原点として高強度のレーザー光を照射したのちに、
弱い光を照射した時の蛍光強度を入射角の関数として測定すると、原点付近にホー
ルが観測される。このようにして、ホールの位置から記録光の状態を特定する。 
本研究室では、入射角や偏光などの記録特性を調べてきたが、本実験では新た
に、波面の変化による記録特性について調べた。試料にはポリメタクリル酸メチ
ル中に散乱体として酸化チタン、光反応物質としてフルギド誘導体を混ぜたものを
使用し、レンズを用いて試料に入射する光の波面に曲率を持たせて記録を行った。
実験装置の概略図を図３に示す。 
光記録効果の特性を理解し、DVDや Blu-rayディスクなどと異なるメカニズム
の、光を用いた大容量記録メディアの可能性を広げることが本研究の目的である。 
[結果] 
 記録時のレンズの位置を原点としたとき、レンズの位置を動かしながら蛍光
強度を測定することで原点付近にホールを観測することができた。(図４) これに
より、入射光の波面の状態が記録できることが確かめられた。また、レンズの焦
点から試料までの距離や、焦点距離の異なるレンズを用いることによって試料に
入射するレーザー光のビーム径が変化し、ホールの幅に変化が現れることが分か
った。そのほか、入射角の掃引によるホールに関しても、レンズがない場合(平面
波が入射する場合)と比較し、ホールの形状がどのように変化するか調べ、考察し
た。 
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